
 1 

 

 

主 題（２０１９／２０２０） 
 

 国 際 会 長： Building today for a better tomorrow.   On the MOVE! 

「より良い明日のために今日を築く」    「さあ動こう！」 

 ア ジ ア 会 長： Action!         With Pride and Pleasure. 
「アクション！」 「誇りと喜びを持って」 

 西 日 本 区 理 事： Be wind, Be light.       Spirit and Purpose in our Lives. 

「風となれ、ひかりとなれ」「こころ豊かにあるために、輝くために」 

 中 西 部 長： We can do it! 

「為せば成る！」 

 大阪クラブ会長： Let's enjoy Y's Life! 
「楽しもうワイズライフ！」 

 

 

【今月の聖句】 

「わたしを呼ぶがよい。苦難の日、わたしはお前を救おう。」 

（詩編 50：15） 

 

 

【聖句に寄せて】      田尻 忠邦 

日本聖公会大阪教区主教のアンデレ磯晴久師父が、３月２１日に「新型コロナウイルス COVID19 感

染防止対応について」というテーマでメッセージを発信されました。そこからの引用です。 

「そのように呼び掛けてくださる神様に思いを向け、『わたしは激しく心動かされ、憐れみに胸を焼かれ

る』という神様の大きな愛を見つめ、この災禍の一日も早い終息のために、たゆまず、粘り強く祈って参

りたいと思います。」 

 

 

【巻頭雑感】       清水 汎 

新型コロナウイルスが、世界中を恐怖に落とし込んでいます。どのようなかたちで人に感染しているか

はっきり判っておらず、それを防止する手段ができておらず、感染は世界中に広がっています。感染源は

中国であり、中国は世界中にその勢力を広げており、その影響は大きなものがあります。日本は中国の春

節休暇の来日客を取り込むため、中国人の入国制限を１月にせず２月に入って行い、クルーズ船の客の感

染防止に手間がかかり、国内への対応が手遅れになっている状態でしたが、２月２５日以降３月に掛け、

積極的に対応しています。日本は、物を作る事業を海外に特に中国に頼りサービス業に特化している傾向

があり、特に観光業、ホテル等が甚大な影響を受け、多くが営業停止の状態です。中国から部品が入荷せ

ず製品が製造できない産業も多数あり、またメーカーはコストの問題で中国に頼っている状況です。 
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日本はこれからオリンピック延期もあり、深刻な経済不況が予想されています。政府は救済策として多

額の財政、金融支援を行う予定ですが、国も企業も借財が加算され、今後その返済に多大な困難が予想さ

れます。グローバル化の大きな反動が出ており、世界的に今後その対応が如何にすべきか大きな課題が残

されています。 

 

 

【４月例会プログラム】（ＹＭＣＡサービス・ＡＳＦ強調月間） 

※新型コロナウイルス感染症対策の為、中止と致します。 

 

と き：２０２０年４月１４日（火） １８：３０～ 

ところ：土佐堀ＹＭＣＡ １０１号室 

会 費：ビジター １０００円 

      司会：藤岡宏樹メン 

１．開会の鐘          脇本博会長 

２．クラブソング 

３．ゲストメネット紹介 

４．今月のみことば       田尻忠邦メン 

５．会長報告          脇本博会長 

６．「日々の糧」斉唱・晩餐 

７．会食 

８．講演：「フレイル（虚弱）を予防して活き生き人生」 

  講師：重信直人氏（ＹＭＣＡ総合研究所） 

内容：高齢事業に関するお話 

９．誕生日・結婚記念日のお祝い・ニコニコ 

１０．インフォメーション 

１１．ＹＭＣＡニュース 

１２．閉会の鐘         脇本博会長 

 

 受付：牟、脇本メネット 

 

 

★お誕生日；清水 汎（０３） 小川 健一郎（１５） 田尻 忠邦（２４） 

★メネットお誕生日；藤岡 邦代（０６）  

★ご結婚記念日；北村 知三（２２） 
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【第２例会のご案内】 

と き：２０２０年４月２１日（火） １９：００～２１：００ 

ところ：徐園 

（土佐堀ＹＭＣＡから変更になりました） 

 

 

【３月出席状況】 

３月１０日（火）に予定されておりましたクラブ３月第１例会が中止されたため、下記は第２例会だけ

の記録となります。 

 

区 分 在籍数 出席数（％） メネット 
ビジター 

ゲスト 

正会員 １２ ５（41.7）     １     ０ 

広義会員     ２  ０     ０       

計 １４  ５ 

 

    １     ０ 

 

     

☆ニコニコ献金： １，６４９円（第２例会会費の釣銭をニコニコ献金に入れます） 

 

 

【３月第２例会・役員会報告書】 

日 時：２０２０年３月１７日（火） １９：００～２０：３０ 

場 所：土佐堀ＹＭＣＡ７０１号室 

出席者：脇本博会長、清水汎、北村知三、牟大盛、田尻忠邦、脇本真知子メネット会長 

協議事項： 

１）４月例会（ＹＭＣＡサービス／ASF 強調月間）４月９日（火）１８：３０～ 

場所；大阪ＹＭＣＡ 土佐堀館１０Ｆ（１０１号室） 

  講師：重信直人さん（ＹＭＣＡ総合研究所）・・高齢事業に関するお話し 

テーマ：「フレイル（虚弱）を予防して活き生き人生」 お車代：１万円 

＊当初４月にお願いしておりました田寺則彦氏はご都合が悪くなり、５月例会又はその後の例会でお

願いすることになった。そのため中止となった３月例会にお願いしていた、重信直人さんにもう一

度４月例会での卓話をお願いすることになった。 

＊胡田さん、山原さんの入会式予定 

＊司会；藤岡メン、 受付；牟メン、脇本メネット 

― ５月例会（LT 強調月間） ５月１２日（火） 

＊講師候補者について、何人かの候補者があげられ、討議された。 

― ６月例会（年間評価、次期計画） ６月９日（火） 

＊クラブ月例会に、ＹＭＣＡのスタッフや教員など例会参加希望者を募集招待する。 
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２）その他協議事項 

① 他クラブ周年記念の件 

―熊本クラブ創立７０周年（チャーター月 ８月） 

予定されていた周年例会（３月１５日（日）於：キャッスルホテル（熊本））が、コロナウイルス

感染拡散阻止のためのイベント自粛の呼びかけに応じ中止となったため、当日までに送る予定で

あった祝電は中止となった。祝儀は以前に送り済 

―京都ウエストクラブ創立４０周年記念例会 ５月５日（火・祝）（京都国際会館）予定 

参加者：清水（汎）メン 

② その他イベント 

―３月２８日（土）2:00PM～桂吉弥落語会は中止 参加者チケット（入場料２千円）個人購入済 

―６月１３日（土）西日本区大会（場所：琵琶湖ホール・琵琶湖ホテル） 

各クラブでまとめて申込みすることになっており、参加者をまとめることになっていた 

３月例会が中止となったため、４月例会に行うことになった 

③ ブリテン編集の件： 

―例会報告担当者：４月北村メン ５月脇本メン ６月植野メン 

―４月号原稿について、メンバーの皆様から今回のコロナに関する感想や、その他、みなさまにお

伝えしたい考えや随筆など、自由なテーマで記事を募集することになった。 

④ 来期の会長と次次期中西部部長の人事について、４月例会でクラブの承認を受けることになった 

・次期会長の承認を受ければ、牟大盛メンから、３役の書記は北村メン、会計は植野メンを指名す

ることになった。 

・次次期中西部長候補は牟大盛メンを推薦 

⑤ パサディナクラブ交換留学生（受け入れ）の件について、新型肺炎流行の状況を見ながら、パサ

ディナクラブにおうかがいした結果、来年に延期することになった。 

⑥ 今年のＨＨ国内キャンプは、お盆の時期に阿南で行うことが予定されている。 

⑦ 次年度の８月納涼例会の日時場所については、新型肺炎の状況を見ながら決めようということに

なった。 

３）報告事項 

① 牟会計から、今期西日本区各事業への献金リストが示され、２月に実施されたことが報告された。 

② 豊島正利メンは５月２３日付で大阪クラブを退会し、５月にチャーターされる、新クラブのびわこ

部高島クラブへ転入会することになり、４月例会で脇本会長より報告する。 

 

 

【疫病と聖書】      牟 大盛 

昨年末から徐々に中国から拡散した新型肺炎コロナウイルスは、それまでの２００３年 SARS や２０

１２年 MERS と同じコロナウイルスでありながら、発病（発熱）を確認しないままで人に伝染してしま

うため、感染者の特定と隔離などの疫病予防策がとりにくく、パンデミック（世界大流行）となってしま

い、経済的にはリーマンショック以上の打撃といえるだけでなく、有効なワクチン開発に１年を要するな

ど、伝染力の強さと相まって、アジア・欧州・米州を中心にいわゆるコロナショック状態を引き起こして
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います。 

 では、聖書ではこのような疫病や飢饉、戦争などの人々の希望を断つような災難について、どのように

語っているのか、考えたく思います。 

 旧約聖書歴代誌下７章１３節～１５節には、「わたしが天を閉じ、雨が降らなくなるとき、あるいは、

わたしがいなごに大地を食い荒らすよう命じる時、あるいはわたしの民に疫病を送りこむとき、もしわた

しの名をもって呼ばれているわたしの民が、ひざまずいて祈り、わたしの顔を求め、悪の道を捨てて立ち

帰るなら、わたしは天から耳を傾け、罪を赦し、彼らの大地をいやす。今後、この所でささげられる祈り

に、わたしの目を向け、耳を傾ける。」と記しています。 

 時を同じくして、アフリカで発生したいなごの大群が中東から中国にまで大発生しています。旧約聖書

では、繁栄を極めたソドムとゴモラに僅か１０人の神を畏れる者がいなかったため、硫黄の火で滅亡の憂

き目を見ました。「創世記１８章３２節：主は言われた、その１０人のためにわたしは滅ぼさない。」果た

して、現在の地球村は創造主の摂理にどれほど従っているのでしょうか。次世代を背負う１６歳のスエー

デンのグレタ・トウーンベリさんは学業より地球温暖化阻止のため立ち上がりました。 

 近代文明は、常に右肩上がりの経済成長と拡大のみが叫ばれ、結果として地球温暖化による異常気象が

顕著となり、ある種人類による制御不能状態になりつつあります。これらすべては、創造主の摂理を守ら

ない結果といえます。創造主の摂理とは、環境に優しい生活や経済活動といえます。それは、国連が推奨

しています SDGS の１７分野の持続可能な環境に優しい活動が代表例といえます。そして、なによりも

各自が日々の生活のなかで、自分もこの自然に属する存在であることを自覚し、創造主の意思がどこにあ

るか、木々のささやきに耳を傾け、自然の美しさに目を向け、それを維持するために日々努めることを求

めているのです。 

 今回の新型コロナウイルスの大流行を契機に、もう一度真摯に各自の日々の活動を見直しまして、創造

主の摂理を常に覚えるわたしたちでありたいと思います。 

 

 

【サラリーマンに別れを告げて】    北村 知三 

 ２０２０年、世界は新型ウイルスの感染拡大によって地球規模の大騒動となっております。交通網の急

速な発展など世界が狭くなり、人と人のつながりも密になった代わりに、ウイルスにとっては却って深く

広く世界に蔓延する場所となってしまい、人類史上まれに見る脅威の出来事になりつつあります。今現在

も収束の気配なく広がる一方の様相になっております。そんななかで私は、６０年間にならんとする長い

サラリーマン人生に別れを告げようとしております。私の第２の人生ともいうべきサラリーマン人生の

後半は、日繊商工という会社に２０年近くもお世話になっております。つまりこの会社に入社したのは、

２０年前の２００１年、２１世紀の始まりの年です。しかも、みなさまずっと記憶に残っているあの同時

多発テロの９月でした。そしてその後世界はイラク戦争や各地のテロ事件など長い混乱が続きました。 

 つまり私の第２の人生ともいうべきこの２０年間は、ショッキングな世界的規模の大事件のときに始

まり、世界的パンデミックのときに終わろうとしています。そんなことで自分史の節目に奇しくも大きな

出来事が重なっておりますが、私自身については直接的に被災したこともなく安定した心持ちで受け止

められたことを、運よくありがたく思っています。いずれにしてもこのウイルス騒動という閉鎖的な世界

の状況が、なんとか早く明るい陽ざしの見える収束の方向に向かっていくことを念じるばかりです。 
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因みに私のワイズ人生を振り返ってみましても、１９９５年阪神大震災という大きな自然災害のあっ

たあの年にワイズに出会い、同年の６月に入会したもので、現在に至っております。この間、私自身は多

くの人たちに支えられて色々な経験をさせていただき、サラリーマン人生では味わえない幸せな２５年

間となっております。 

 

 

【新型コロナウイルスによる影響】    田尻 忠邦 

 大阪ＹＭＣＡは、新型コロナウイルスの感染予防の観点から２０２０年８月末までに実施予定であっ

たすべてのインバウンド、アウトバウンドプログラムの中止を２月１４日に決定しました。これにより私

が所属するグローバル事業推進室が担当しているメインの事業であるグローバルインターンシップ、グ

ローバルユースカンファレンスとグローバルスタディプログラムが中止になりました。 

 それぞれのプログラムは、ユースエンパワメントを主眼にした青年の相互理解を深める国際交流プロ

グラムなので、財政的損失はそれほど大きくありませんが、日本語学校や国際専門学校は留学生の来日が

遅れたり、入学そのもののキャンセルが多数発生したりしています。また、六甲山ＹＭＣＡや阿南国際海

洋センターを中心とするウエルネス部門などは、プログラムの中止が相次ぎ例年同時期の収入と比較す

ると３分の１以下になっているとの報告を受けています。 

 事態の改善の見通しがつかない状態が続いていますが、このような困難な時期であるからこそ、私たち

はＹＭＣＡ精神の「愛と奉仕の精神で地域社会に仕える」ことに立ち返り、希望を持って日々の業務に取

り組みたいと思います。 

 

 

【２０２０年度 日米夏季交換留学生プログラムの延期について】 

ＩＢＣ担当  脇本 博 

今年は大阪クラブがパサデナクラブから留学生を迎える順番になりましたが、年明けそうそう新型コロ

ナウイルス感染による中国武漢での肺炎発症蔓延のニュースが飛び込んできました。感染力も強く肺炎

による多数の死亡例も報告され、様子を見ているうちに３月半ばこの原稿をしたためている現在、感染は

世界中に広がりＷＨＯはパンデミックを宣言するに至りました。１月にはパサデナクラブのジェッフ会

長に留学生の招請状を送るつもりで準備しておりましたが、新型コロナウイルスの騒動がどうなるか心

配でしたので、招請状を送るべきかどうか迷っていました。２月末には政府が全国的な休校と多人数の集

会の中止を勧告しました。同時に米国も自国民に対して日本への渡航を自粛するようにとの声明を発表

しました。また大阪ＹＭＣＡでは今夏のグローバルユースカンファランスは中止と決定しました。このよ

うな流れを受けて、２月の第２例会（役員会）で協議の結果、今年の大阪クラブの留学生受け入れは中止

したほうが良いと決定しました。その旨、ジェッフ会長の理解と同意を求めるメールを２月２３日に発送

し、２６日ジェッフ会長より承諾する旨の返事を頂きましたので双方のやりとりを掲載します。 

 

Ｆｅｂ．２３，２０２０ 

Hello Jeff, 

 It’s regrettable for me to inform you that Osaka Y’s men’s club hesitates to implement our proud and 
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traditional Summer Student Exchange Program 2020. Infectious pneumonia caused by new type 

corona virus originated from China is spreading over the world with no sign of decrease of it ’s 

transmission. East Asia is reportedly dangerous area of such a virus. I heard US government issued 

cautions for travelers to go to Japan.  

 I don’t know how such a disease is being reported in US, while Japanese government declared Japan 

is entering to new phase of increasing infections a few days ago and recommends official events that 

many people get together should not be held. Mas communication is dealing with this new type 

pneumonia every day.  Osaka YMCA decided for Global Youth Conference 2020 not to be held under 

such a situation for fear the infections to participants. 

  I was going to send e-mail to discuss about our Summer Student Exchange Program 2020 at the 

beginning of this year. However, it’ s past 2 months since we ‘ve considered whether we can invite 

your student or not. For the time being we think summer student exchange program 2020 had 

better be postponed next year, though there may be possibility that such a virus will go away and the 

world can fully recover from the disaster. Nobody knows about the circumstances of this summer. 

 I would like to get your understanding and consent. 

Hope your back is fully recovered from illness. 

Hope you and club members are going well. 

Please convey my best wishes to your club members. 

                                                               Best Regards, 

 Hiroshi Wakimoto, 

President of Osaka Y’s men’s club  

 

 

Ｆｅｂ．２６．２０２０ 

Hello Hiroshi, 

Thank you for your message. Hope 2020 is going well despite the coronavirus that's plaguing the 

world at the moment.  

Yes, we agree with your suggestion to cancel or postpone our summer exchange program for this 

coming summer. There is too much uncertainty at the moment regarding the severity of this virus 

and when we may it under control with a proven vaccine. Just today, the center for disease control 

(CDC) warned US citizens that it's just a matter of time before more cases of the virus will be found 

within the US border.  

 

The Pasadena Ys men‘s club agrees with your suggestion that's it's best we postpone our summer 

exchange program until further notice.   

 

We wonder what's going to happen with regards to the summer Olympics in Tokyo this summer. We 

assume it may be challenging for everyone to make sure the virus does not get transmitted any further 
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than it already is.  

 

Let's keep in touch over the next few months so we know that everyone from both clubs are safe and 

healthy and that the world does not end from this virus. Supposedly, we are hearing that a vaccine 

may be ready within the next 6-12 months. Who knows?  In the meantime, we are hoping and praying 

for positive outcome for all mankind.  

 

Please convey our best wishes to everyone in the Osaka Club and hope no one catches this terrible 

virus.  

 

My health is not yet 100% because of some nerve damage due to an infection but I'm getting a little 

better over time. Thank you for asking.  

 

Best Regards and Wishes, 

 

Jeff Brandeen 

President  

Pasadena Ys Mens Club  

 

こんにちは ひろし 

メールありがとう。現在新型コロナウイルスの脅威もあるけれど、２０２０年は良い年であって欲しいで

す。今年の夏期学生交換プログラムの延期については我々も同意します。このウイルスの感染力や、いつ

我々がワクチンを作れるか不確実な要素が多いです。ちょうど今日、米国疾病管理予防センター（Centers 

for Disease Control and Prevention：CDC）が、米国内でこのウイルス感染が広がるのは時間の問題で

あると警告を発しました。より事態があきらかになるまで、今夏のプログラムは延期したほうが良いとい

う大阪クラブの提案に、パサデナクラブは同意します。 

 東京オリンピックの開催はどうなるのでしょうね。これ以上のウイルスの蔓延を確実におさえるのが

課題ですね。両クラブの皆さんが元気で安全であるよう連絡を取り合いましょう。このウイルスで世界が

終わらないように。ワクチン完成まで半年から１年かかるそうですが、確実なことはわからないですね。

今のところ事態が好転し、人々にとって良い成果がでることを祈っています。大阪クラブの皆様に宜しく

お伝えください。どなたもこのウイルスに感染しないよう祈っています。私の健康については１００パー

セントではないですが、神経炎による病気は以前よりは良くなっています。気にしてくれて有り難う。 

敬具 

 

ジェッフ ブランデイーン 

パサデナワイズメンズクラブ会長 
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【大阪ＹＭＣＡニュース】     濱添 吉生 

☆第３２４回早天祈祷会☆ 

日時…2020 年 4月 17日（金） 7：30～8：30 

奨励…辻 マリア さん（ホーリーバイブルチャーチ伝道師） 

場所…大阪ＹＭＣＡ会館 １０階チャペル 

※４月早天祈祷会の開催は、状況を見ながらの決定となるため、まだ判断できておりません。判断が下

りましたら、追ってご案内申し上げます。 

 

お知らせ 

大阪ＹＭＣＡでは、新型コロナウイルス感染症拡大への対策のため、不特定多数の方が参加されるすべて

のイベント、プログラムおよび集会を３月２０日まで中止または延期いたします。また、その後につきま

しては、状況を見ながらの決定となり、追ってご案内申し上げます。ご理解、ご了承くださいますようお

願い申し上げます。 

 

 

 

【ワイズ川柳コーナー】 

私の作品を含め川柳コーナーを設けました。遠慮なしに投稿下さい。 
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【編集後記】 

世界中が新コロナウイルスのため大変なことになっています。通常の生活が突然の大異変に襲われ、生

活も収入も途絶されたようなショックを受けています。宇宙に浮かび回転している地球にこのようなこ

とがいつ起こるか、考えれば不思議なことではないと思います。変化することに常に対応する心構えが大

切と思います。 

          （編集委員：清水 汎） 


